
PAT-ValueAs活用事例 製薬会社の特許の価値評価

各企業のトータルの特許価値を比較できます。(2022年)

特許件数(折れ線）に比べて、
中外製薬のトータルの特許価値(棒）が高い

特許1件当たりの価値平均値も
中外製薬が高くなっています。
小野薬品、武田薬品、塩野義製薬も
高めです。



PAT-ValueAs活用事例 製薬会社の特許の価値評価
特許価値の時系列変化もわかります。(2013年～2022年)

件数が多いのは、
武田薬品と大塚製薬です。

全25項目評価

特許価値の合計値が高いのは、
武田薬品です。

特許価値の平均値が高いのは、
中外製薬です。
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価値が上位25%の件数と価値合計値は、武田薬品が高く、
上位5％の件数と価値合計値は、中外製薬が高い。

価値の高い特許に注目することもできます。



PAT-ValueAs活用事例 製薬会社の特許の価値評価
さらに、PAT-ValueAsでは、時系列変化の理由も調べられます。

他社アクション4項目での評価
・閲覧請求数
・無効審判の有無
・被引用出願数
・情報提供数

自社アクション5項目での評価
・早期審査対象
・国内優先/出願番号
・拒絶査定不服審判の有無
・国際出願番号
・ファミリの数

中外製薬は
自社アクションの
価値平均値が
高いです。

ロート製薬は
他社アクションの
価値平均値が
高いです。
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さらに、詳細な分析が可能です。

中外製薬は、ファミリ数の平均値が高く、早期審査対象出願も増えています。

ファミリ数での特許価値平均値 早期審査対象の特許件数
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さらに、詳細な分析が可能です。

ロート製薬は、閲覧請求数、情報提供数の件数が増えています。

閲覧請求のあった特許件数 情報提供のあった特許件数
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各社の特許群の特許価値をIPC毎に算出可能です。

赤 件数に比べ価値が高い
青 件数に比べ価値が低い

A61K 医療用製剤，歯科用製剤又は化粧用製剤

C07D 複素環式化合物

C12N 微生物または酵素；その組成物；微生物の増殖，保存，維持；
突然変異または遺伝子工学；培地

C07K ペプチド
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PAT-ValueAs活用事例 製薬会社の特許の価値評価

さらに、IPC毎の特許群をポートフォリオマップとしても表示できます。
各社の強みと課題の分析に利用できます。
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A61K 医療用製剤，歯科用製剤又は化粧用製剤

C07D 複素環式化合物

C12N 微生物または酵素；その組成物；微生物の増殖，保存，
維持；突然変異または遺伝子工学；培地

C07K ペプチド

C07C 非環式化合物
または炭素環式化合物
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さらに、IPC毎の特許群をポートフォリオマップとしても表示できます。
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A61K 医療用製剤，歯科用製剤又は化粧用製剤

C07K ペプチド

C12N 微生物または酵素；その組成物；
微生物の増殖，保存，維持；
突然変異または遺伝子工学；培地

C07D 複素環式化合物

C40B コンビナトリアルケミストリー


